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広 報
.2酉・ー備えておこう2000年問題

.3面・・・売ります。市 青 地5物件

.4面 .5画一-ペットボトルは、

ふたを外して出してください

主な内容

12月3日--9日は
障害者週間です

「陣中小
川は
不
便
で
あ
る
。
し
か
し
、

不
幸
で
は
な
い」

0

・
歳
七
か
凡
の

と
き
に
病
気
で
目
と
耳
の
感
覚
を
失

っ
た
へ
レ
ン

・
ケ
ラ
l
(
一
八
八

O

ー
一

九
六
八
ア
メ
リ
カ
の
交
流
教

育
字
社
会
制
祉
事
選
本
)
は
、
こ

う
述
べ
て
い
ま
す
。

段
差
の
な
い
歩
道、

パ
ス
や
屯
車

内
の
電
光
表
示
、
駅
や
デ
パ
ー
ト
の

点
字
案
内
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
1
の

施
設
が
徐
々
に
明
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の

一
方
で
、
障
害
者
と
接
す
る

人
の

「心
」
は
変
わ

っ
て
き
て
い
る

♂

で
し
ょ
う
か
。

ナ

ト
二
月
三
日
か
ら
九
円
ま
で
は
、

以

障
害
者
週
間
で
す
。
今
回
は
、
小
さ

唱

な
勇
気
を
形
に
し
て
い
る
三
人
の
方

木

に
そ
の
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

4

彼
ら
の
心
を
通
し
て
防
持
者
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
、っ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
相
談
は

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
て
み

ょ
う
か
な
。
で
も
、
何
を
し
た
ら
い

い
ん
だ
ろ
う
、

自
分
に
合
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
あ
る
か
な
・
:。

制
祉
会
館
二
階
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

(宮
お
|
2
3
3
3
・
場

所
は
山
而

「市
民
相
談
」
欄
参
照
)

で
は
、
そ
ん
な
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
合
っ
た
活
動
を
紹
介

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
今
回
紹
介
し
た
団
体
の
連
絡
先
な

ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
お

時
ね
く
だ
さ
い
。

b
サ
ン
デ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ

・
ラ
ッ
コ
の
会

A
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n'' 

西
暦
ニ
ハ
〔
)
O年
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
誤
作
動
す
る
恐
れ
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
二
0
0
0年
問
題
」
。
こ
れ

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
西
暦
の
下
二
ケ
タ
の
み
を
扱
っ
て
い
る
こ

と
に
よ
り
、
「
O
O年
」
を
二
0
0
0年
で
は
な
く
一
九
O
O年

と
認
識
し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
で
す
。

大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
も
ち
ろ
ん
、
家
電
製
品
に
埋
め
込
ま
れ

た
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
と
呼
ば
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
も
コ
円
δ

0
年
問
題
」
が
潜
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
市
の
サ
ー
ビ
ス
を
は

じ
め
、
生
活
の
基
盤
を
文
え
る
よ
う

な
企
業
で
は
、
早
く
か
ら
シ
ス
テ
ム

の
修
正
や
模
擬
テ
ス
ト
を
実
施
し
な

が
ら
体
制
を
整
え
、
さ
ら
に
、
万

一

に
備
え
て
、
危
機
管
理
計
画
を
た
て

て
い
ま
す
。

何
が
起
こ
る
の
?

実
は
何
が
起
こ
る
か
は
予
想
が
つ

き
ま
せ
ん
。
屯
気
、
ガ
ス
、
水
道
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
が
誤
作
動
を
起
こ
す
と
し
た

ら・・・
。ど

う
し
た
5
い
い
の

二
0
0
0年
問
題
に
備
え
る
こ
と

は
、
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
対
す

る
備
え
を
確
認
す
る
た
め
に
も
よ
い

機
会
で
す
。
右
下
の
表
を
参
考
に
家

族
榔
成
に
あ
わ
せ
た
非
常
持
ち
出
し

口
山
を
朋
な
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま

た、

二
0
0
0年
に
な
っ
た
ら
家
電

製
品
な
ど
が
正
し
く
動
く
か
澗
べ
て

み
ま
し
ょ
、
っ
。

気
を
つ
け
て
!

う
わ
さ
や
、
不
確
実
な
情
報
に
惑

わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
国

・
県

・
市

の
情
報
に
基
づ
い
て
行
動
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
年
末
に
は
、
家
族
の
屑

場
所
や
連
絡
先
が
分
か
る
よ
う
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

中
小
企
業
の
み
な
さ
ん
へ

加
工
機
械
や
レ
ジ
ス
タ
ー
、
自
動

販
売
機
な
ど
の
機
器
に
支
障
が
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
二

0
0
0

年
問
題
に
つ
い
て
購
入
先
な
ど
に
硫

認
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
中
小
企
業
ニ

0
0
0年
問
題
の
問

い
合
わ
せ
先
:
・
(財
)
梢
浜
・
神
式
市

川
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

(宮
0
1
2

0
1
2
0
01
4
5
1
)
 

※
年
末
年
始

(ロ
月
ぬ
日
1
1月
7

日
)
は
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

(宮
0
1
2

0
1
2
0
1
1
0
0
9)

へ

非常持ち出し晶をチェック

ロ 現金 口 防寒衣類
ロ カンパン口薬
口 飲料水 口懐中電灯
口 靴 口ラジオ
口 軍手 口電池
※食糟と水I~ 、 3自分用意しましょう

家庭でできる
2000年チェック

市
営
f主

昼 宅
嬰 の
両 入

高空
塁墓
雲 募
轟 集
備

ち
ら
の
住
宅
も
、
緊
急
通
報
装
世
や

自
動
消
火
装
置
な
ど
が
あ
る
高
齢
者

向
け
の
住
宅
で
す
。

マ
入
居
資
格

gm氏
と
な
り
1
年

以
上
経
過
し
て
い
る
②
主
に
夫
婦

(婚
約
右
を
合
む
)
ま
た
は
親
チ
か

ら
な
る
家
族

(束
中
原
住
宅
1
一戸
は

来年4月から新たに保育園に入所を希望する方に入所

申込容をお配りします。お配りする際に家庭の状況をお

聞きしますので、保識者の方が申請してください。

なお、現在入園中のお子さんを引き続き入園させたい

方には、後目、各保育園より連絡します。

じ〉申込書の配布 12月 1日 (水)から各保育園、児童福祉

課(市 役所1隠妊予審窓口〉でお配りします

1> 受け付け期間平成12年 1 月 1 ワ日(月)~21 日 (金)、
午前9時~午後4時

1>受け付け場所 市役所1曙市民ホール

1>問い合わせ先児童福祉課〈内線2214)

施設名 所在地 定員

平塚保育園 宮の前4-13 120入
柳町保育園 平塚4-20-1 90人
明石町保育問 明石町 15-16 90人

ネ土 白百合保ず了間 立野町31-24 60人

~ 、 あさひ保行凶 河内310 120人

干高 桜内保官邸l 横内3824 120人

祉 いずみ保育園 万回476 120人

法 金目保育園 北金目459-1 120人

人 八幡保育園 四之宮235 120人
大町保育園 根坂間737-2 90人

( 

ゅうかり保行困 岡崎449-2 90人
私立 中原保育副 中原2-3-41 90人
、-' 高村保育園 ;IJ5キ1'209 120人

12;士見保育凶 平塚5-22-50 90人
みどり保育所 四之宮372 120人
もんもんf呆i'i'I羽 花水台12-28 36人

神田保育闘 田村1466-2 90人
金田保育園 入野112-3 90人

市
須賀保育関 高浜台9-1 90人

JL 
南j京保有ー園 南原1ふ 3 90人

保育
有沢保γf凶 上吉沢331 60人
花水台保育協| 花水台10-21 90人

闘
しらさざイ呆ffI虫! 束中原2-14-2 90人
夕陽ケ丘保有岡 夕陽ケ丘10-7 90人
京事保育関 横内2401 90人
大神保育幽 フミ字申2056 60人

市
営
住
宅
に
入
居
を
希
望
す
る
方

を
募
集
し
ま
す
。
(
抽
選
)

今
回
は
、
市
内
初
の
借
り
上
げ
市

常
住
宅

「
コ
ン
フ
ォ
ー
ル
平
塚
住
宅

(浅
間
町
こ

と
今
年
七
月
か
ら
拙
て

替
え
を
進
め
て
い
る

「公
所
谷
戸
住

宅
」
の
入
居
者
も
非
集
し
ま
す
。
ど

‘》
4
》4
-b
4》‘、，

お
問
い
合
わ
せ
は

マ
対
策
本
部

(
総
合
窓
口
)・
:
企
画

課

(内
線
2
1
5
7
)

マ
水
道
・
ガ
ス
・

電
気
な
ど
の
地
域

問
題
:
・
防
災
課

(
内
線
2
3
5
7
)

2000年に怒ったら..，

正しく動くか調べてみよう

口炊飯器
口 自動車
口 湯沸かし器
口 ガス
口 電気
口 水道

エアコン
冷蔵庫
テレビ
ビデオ
屯話
ファクス
ノTソコン

口
口
口
口
口
口
口

単
身
者
に
限
る
)
③
住
宅
に
困
っ
て

い
る
④
収
入
が
基
準
内
⑤
市
民
税
な

ど
に
滞
納
が
な
い

※
公
所
谷
戸
住
宅
は
臼
成
以
上
の
単

身
者
ま
た
は
臼
歳
以
上
の
2
人
家
族

で
あ
る
こ
と
。
コ
ン
フ
ォ
ー
ル
平
塚

住
宅
は
臼
歳
以
上
の
2
人
家
族
で
あ

る
こ
と
。
た
だ
し
、
ど
ち
ら
の
住
宅

も
去
姉
で
入
居
の
場
合
、
い
ず
れ
か

が
叩
成
以
上
で
も
入
居
で
き
ま
す

マ
入
居
者
募
集
住
宅

・
虹
ケ
浜
東
住
宅
EE--
i

j
i
-
-戸

.
虹
ケ
浜
住
宅
:
:
i
・e

・--E
・E
・--3
戸

・
龍
城
ケ
丘
住
宅
:
j
i
-
-
:
2
戸

.
中
原
下
宿
住
宅
E
i
-
-
-
j
i
-
-戸

.
中
原
子
の
神
住
宅
:
j
i
-
-
-1
戸

.
束
中
原
住
宅
:
・
j

i
--:
:
:
3戸

.
ん
呂
の
前
住
宅
:
:
j
i
-
-
:
:
・1
戸

.
岡
崎
住
宅
j
i
-
-
-
j
i
--:3戸

.
公
所
谷
戸
住
宅
:
・E・E・-Ei---9戸

.
コ
ン
フ
ォ
ー
ル
平
塚
住
宅
:
-
M戸

マ
受
け
付
け
期
間

ロ
月
8
日
(
水
)

1
m円
(金
)
午
前
9
時
1
午
後
4
時

マ
受
け
付
け
場
所
市
役
所
B
会
餓

室
(
束
附
属
庁
舎
2
階
)

お
申
し
込
み
は
、

一
世
情

一
住
宅

に
限
り
ま
す
。
間
取
り
な
ど
に
つ
い

て
は
、
建
築
課
(
市
役
所
四
階
・
内

線
2
4
6
4)
や
公
民
館
な
ど
で
お

配
り
し
て
い
る

「片
品
集
の
し
お
り
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

郎まゆます~Iù~'-i附凶喝銅仏市議会12月
定例会か5

保育園一覧表

(ft22 -1213)へご連絡ください(右料)

.傍聴もできます

市議会の会議は、原則としてどなたでも自由

に傍聴できます。 本会議の傍聴は、専用の入り

口が:t4~JJf.1~.:北側2階にあり、議場へは傍聴者名

簿に住所、氏名を記入するだけで入場できます。

ただし、傍聴席は本会議場が76席、委員会室

が9J市桂皮ですので、団体の坊イTは、事前に議

会事務局までご連絡くださし、。

※決算特別委日会は12月6日(月)-8日(水)、

常任委よi会は12月13日(刀)'14卜I(火)です

間議会事務局(内線2369)

市議会12月定例会からケーブルテレビ訪日南チ

ャンネル (2チャンネル)で市議会の艇械を生

中継します。

時間は、午前10時から会議終了までで、ジノ1日

午後7時から再放送 (60チャンネル)もします0

.放送予定

'11月228(月)本会議初日(提案説明)

'11月30日(火)-12月3n(金)本会議(総指質問)

・12月22日(水)本会議i(;:終日(委日長報告 ・

討論・表決)

. ケーブルテレビの加入は・・・

ケーブルテレピに力n入をご希望の方は、 S CN

市では、より聞かれた市政と個人情報の保謹をめざして、公文雷公開

制度と個人情報保護制度を設けています。市役所3階の市政情報コーナー

では、この制度のご案内、相談・謂求や行政資料の展示をしています。

ぜひ、ご利用ください。

ご利用ください。市政情報コーナー
。問い合わせ先総務課 (ft21-8764)



第659号 (1日・ 15日発行)広報ひ5っか回

市有地5物件売ります。
9 

11月16日(火)か5

受け付け

4 
国道1号

イ平車京

妙安寺

.; .1J.でしこ幼稚園

J1耳

←大磯

市
有
地
を
公
募
抽
選
で
究
却
し
ま

す
。
陥
入
を
ご
希
望
の
方
は
、
管
財

課

(市
役
所
凶
附

M
J広
一
μ
一
.階
)
や

公
民
館
で
お
配
り
す
る

「市
布
地
元

払
い
の
ご
案
内
」
に
あ
る
参
加
申
込

舎
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

E
接、

管
財
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は
、

一
人

(
一
社
)

一
物
件
に
限
り
ま
す
。
光
口
契
約
締

結
か
ら
五
年
間
は
土
地
を
分
割
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
の
契
約
条
件

が
あ
り
ま
す
。

茅ケ崎→

~f-t宮町交番

.園
税務署 道

129 
吉宮

県
道
平
縁
伊
岨
野
原
線

杏雲堂病院前

3'!':古雲堂病院 . 
汐崎公園〆も

時
亘
盛
す

レポータ一
柳川美津江さん

「黒鷲旗J3連覇でスポーツ賞
「挑戦Jを合い言葉に他の追随を許さない神奈中

バレーボール部。9人制バレーのトップに位置づ

けられる大会「黒鷹旗」で3連覇を達成した。

マ
売
却
物
件

丘
去
の
と
お
り

マ
応

募

資

格

市
内
に
お
住
ま
い
、

お
勤
め
の
方
(法
人
の
場
合
は
、
市
内

に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
が
あ
る
方
)

マ
受
け
付
け
期
間

口
月
時

H
(火
)

1
初
日
(
火
)

マ
抽
選
会
辺
月
日
日
(土
)
午
前
日

時
か
ら
市
役
所
A
会
議
室

(
来
附
胤

庁
舎
2
階
)

お
問
い
合
わ
せ
は
、
管
財
課

(内

線
2
4
1
0)
へ
。

l!:鍛字Ia:物件番号

物件番号 所在地 面積(ぱ) 価格伺)

平塚一丁目3番12 102.55 26.150.250 

2 平塚一丁目3番19 102.71 26.191.050 

3 袖ケ浜62番27ほかl爺 193.81 37.017.710 

4 袖ケi兵6216'43ほかl筆 196.∞ 37.436.∞o 

5 千石河岸37番10 116.31 15.585.540 

売却物件・価格(地目は宅地)
〈
ろ
わ
し
き

「
黒
鷲
旗
金
口
本
都
市
対
抗
9

人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女
優
勝
大

会
」
で
三
年
辿
続
優
勝
し
、
今
年

度
の
「
神
奈
川
ス
ポ
ー
ツ
・
註
を

受
賞
し
た
神
奈
川
中
央
交
通
株
式

会
社
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
を
取
材
し

ま
し
た
。

十
一
月
卜
九

U
か
ら
開
催
さ
れ

る
「
会

n本
9
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
総
合
女
子
選
手
織
大
会
」
を
目

前
に
控
え
、
専
用
体
育
館
で
は
、

十
六
人
の
部
品
た
ち
が

「挑
戦
」

を
合
い
言
葉
に
連
勝
記
録
を
伸
ば

そ
う
と
、
気
迫
に
満
ち
た
練
溜
に

励
ん
で
い
ま
し
た
。

チ
ー
ム
を
率
い
る
武
山
良
也
肢

替
は
、
昨
年
の

「か
な
が
わ

・
ゆ

め
同
体
」
の
後
に
就
任
し
、

「全

日
本
9
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
実
業

団
女
子
選
手
権
大
会
」
な
ど
の
主

要
な
四
大
会
に
優
勝
と
い
う
快
挙

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

技
能
岩
表
彰

の
道

ー'‘
、ー・

平
成
十

一
年
度
技
能
者
表
彰
式
を

十

一
刀
五
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
の
は
、

&
つ
の
職
純

に
民
く
従
事
し
、
技
能
の
鯨
府
や
後

進
の
育
成
に
努
め
、
そ
の
職
純
の
向

ヒ
や
発
展
に
功
紛
が
あ

っ
た
次
の

方
々
で
す
。
(
敬
称
略
)

{
技
能
功
労
者
一

お
人

V
板
金
工
高
山
良

一
V
時
計
修
理

師

加

藤
徳
磁
V
建
具
職
川
石
川
袈

V
製
菓
衛
生
師

金
子
玉
夫
、
油
田

山
雄
、
小
山
水
漏
V
大
工
職
佐
藤

秀
雄
、
黒
沼
和
男
、
常
代
辰
雄
、

伊

藤
勝
美
、
川
上
条
司
、
鍛
代
介

一
、

石
井
稔
V
と
び
職
添
田
純
男
V
配

管
工

芹
津
春
夫
V
畳
職
山
本
定

雄
V
理
容
師

鈴
木
保
行
V
美
容
師

自
野
削
子
、
窪
田
節
チ
、
熊
路
町
災
江

V
調
理
師

柴
森
唯
夫
、
柳
町
二
郎

V
食
肉
技
術
師
野
川
恭
男
、
見
留

敬
春
、
郡
司
三
男
V
洋

裁

師

高
野

勝
利
の
硲
け
つ
を
監
督
に
尋
ね

て
み
る
と
、

「常
に
挑
戦
の
気
持

ち
と
、
勝
つ
と
い
う
強
い
な
志
が

大
切
。
凶
体
後
、

主
力
選
手
が
引

退
し
新
し
い
チ
l
ム
づ
く
り
に
向

け
て
選
手
と
監
管
が
納
得
が
い
く

ま
で
話
し
合
い
、
地
獄
の
練
習
を

し
て
短
期
間
の
う
ち
に
、
新
し
い

チ
l
ム
が
U
指
す
ス
ピ
ー
ド
バ
レ

ー
に
変
身
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
武

山
監
督
の
チ
l
ム
へ
の
情
熱
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

久
米
川
気
久
キ
ャ
プ
テ
ン
は

「部
品
は
神
奈
中
本
社
で
午
前
中

に
仕
耶
を
し
て
、
練
習
は
午
後
二

時
か
ら
。
会
社
の
理
解
を
得
て
忠

ま
れ
た
環
境
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

監
督
?
・
熱
心
で
厳
し
い
で
す
よ
」

と
、
と
び
き
り
の
笑
顔
。
「
い
つ

も
挑
戦
で
す
」
と
、
勝
利
へ
の
意

欲
と
白
れ
を
凡
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

、ーーーー

筋
向
人

美
智
恵
V
自
転
車
組
立
整
備
士

宮

崎
国
雄
V
電
気
工
事
士

角
田
勝
弘
、

片
合
洋
男
V
自
動
車
整
備
士
小
金

弘、

中
丸

一
以
、
永
友
淳
V
歯
科
技

工
士

佐
総
正
宰
V
食
品
衛
生
責
任

者

高
橋
唯
男、

口比
賢
正

一
優
秀
技
能
者
一

叫
人

V
造
園
師
横
溝
重
光
、
井
津
好
春

V
板
金
工

多
田
英
男
V
建
具
職

広
瀬
守
V
印

刷

工

大
庭
久
男
、

二

宮
朝
夫
V
製
菓
衛
生
師

粛
雌
守
久

V
豆
腐
製
造
職
内
総
均
V
大
工
職

品
口
方
次
雄
、
海
老
滞
米
吉
、
望
月
新

司
、
荻
野
芳
男
、
浅
水
明
、
柳
川
則

康
V
瓦
屋
根
ふ
き
職

三
原
田
勝

V
左
官
職

白
山
七
生
、
長
谷
川
元

蒋
、
小
川
英
雄
V
と
び
職

松
本
長

哲
V
配
管
工

奥
山
博
史
V
塗
装
工

牛
川
淵
次
V
理
容
師

佐
々
木
恵

，
、

尾
上
位
V
調
理
師

団
辺
進
、
遠
藤

利
美
V
食
肉
技
術
師
高
橋
藤
夫

V
洋

裁

師

磯
部

一
郎
V
洋
服
仕
立

師

嶋

本
か
つ
江
V
自
転
車
組
立
整

備

士

門

砂
先
持
、
背
水
件
戊
V
電

気
工
事
士
野
脱
皮
犬
、
柴
野
定
雄
、

大
友
久
治
V
電
子
修
理
技
術
士

上

野
博
文
V
自
動
車
整
備
士
五
十
嵐

茂
、
青
木
幸
雄
、
坂
尻
広
文
、
沼
上

八
郎
V
食
品
衛
生
責
任
者

佐
身
木

一二
郎
、
加
必
mF一子
、
谷
脇
鉄
夫

市
民
文
芸
句
作
品
募
集

み
な
さ
ん
の
円
ご
ろ
の
文
芸
活
動

の
成
来
を
発
衣
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

.
部
門
と
「
題
」

マ
俳
句

「屯
の
玉
」
「
冬
の
ね
」
2

題
あ
わ
せ
て

3
句
ま
で

マ
短
歌
題
は
向
曲
、

2
首
ま
で

マ
川
柳

「な
ご
や
か
」
3
句
ま
で

マ
現
代
詩

組
は
向
巾
、
制
字
以
内
、

1
編
ま
で

-
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
、
お
鋤

め
、
通
学
の
方

.
応
募
規
定

①
未
発
ぷ
作
品
②
部

門
ご
と
に
別
の
は
が
き

(持
は
欄
字

づ
め
似
杭
用
紙
)
を
位
、
「
③

か
い
舎

で
わ
か
り
や
す
く
@
部
門
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
(学
校
名
)

は
、
は
が
き
の
表
(詩
は
別
紙
)に
記
入

.
締
め
切
り
日
月
初

H
(火
)

-
応
募
先
社
会
教
育
課

士
T
m
l

.

脳
波
川
町
9
1
1
・
内
線
3
6
6
1)

g. 

神奈川大学演劇部のみなさんが環境問

をテーマに、環境刷「海の彼方に眠る月」を

i災じます。 また、 「環境にやさしい街 ・クリ

ー ン平塚コンクール」のぷ彩もします。

自由です。ぜひ、おでかけくださし、。

砂日時 11月2711(よ)午後 1時-4時
演劇は午後2時30分間演

惨会場 崇普小学校体行宣n
砂対象小学生以上

惨持tち4勿 スリ ツ ノ喧

国 環境政策課 (内線2659)

駅前市民窓口センター

平日、夜8時までやフτいます
MNピル101惜の駅前山1え窓口センタ ーで 4 一一一_j L一一一一_jLー

は、平日の夜 8時まで住民政の写しゃ印鑑 T -一一一一干つ千ででて?需用 「一
I r-Ml'Iビ vllI 

主日訂正明粧をその場 で交付しています。 1，J村正斗芋=日 11

会社焔りや夕食後などにどうぞ、ご利用 1 elLj千11
ください。 ====づα ~よ己主竺
・開設時間 平副・ー午前9時~午後8時 欄血 15'ーミナル交揖 l

よ ・円陥日、祝日・・・午前911牟~午後5時 l 平塚駅北口 l 

園 駅前市民窓口センター (n22-1001)

公平日の午後5時までは… 市役所まで行かなくても次の場所で住民:誌の写

しなどがとれます。

. なでしこ ・大野・並凹・やIIIJl・大和11.城島岡崎・金 凹 ・金 口-土屋・有沢・旭Iキij.j也

北の谷公民館と東海大学同窓会館、MN ピル1011l'~ 田 市民課 (内線2232)

くうし快適メモ<連載⑥>

f無料点検 にきました』 と家庭を前r:uし、

「布団にダニがし、るJr向アリの被害を受けて

いるJrかわらが城れているJr消火器を替える

H、子期ですJなどとだまして、代替品を克り つ

けた り 、 白 ア リ 防除剤を散布したり しま す。

このような・京検商法"に十分ご注意ください。

※消防署の職員や消防署が業者に委託 して、

消火線を販光することはありません

市民活動推進課 (内線2263)l消費生淵談:毎週金曜叩…一談室(市役所1階I
電話(内線~でも相談できます

聞

地震のあと、避難するときには、電気器具のスイッチを切っておきま

しょう。また、熱帯魚の水槽のヒーターなど、思わぬところか、う発火する

危険があります。日ごろから母気のブレー力ーの場所を確認し、万一の

ときには、ブレー力ーを切っ てから避難しましょう。

我が家の防災対策を確認く連載⑪ 〉

ブレーカーの場所を確認しよう
。問い合わせ先防災課 (内線2357)
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イクJII、'"
出し亡
く怠さい、.を(材。、

ιー
み

方
を

出

あ
な
た
の
小
さ
な
「
手
間
」
が
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
ま
す

私
た
ち
が
出
し
た
ご
み
が
、
た
だ
の
ご
み
に
な
っ
て
し
ま
う

か
、
資
源
と
し
て
生
き
返
る
か
の
分
か
れ
目
は
、
分
別
の
仕
方

と
出
し
方
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
四
月
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
資
源
化
収
集
を
申
山
に
、

「リ
サ
イ
ク

ル
の
達
人
」
と
な
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

今
年
四
月
か
ら
、
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

資
源
化
収
集
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
現
在
均
月

三
ト
一一一
ト
ン
(
約
五
十
五
万
例
)
以
上
も

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
収
集
さ
れ
、
衣
知

や
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
の
繊
維
製
品
、
洗

剤
容
持
な
ど
の
原
料
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ふ
た
が
外
さ
れ
て
い
な
い

ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
、
全
体
の
三
割
近
く

も
あ
る
の
で
す
。
ふ
た
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
本
体
と
は
材
質
が
追
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
現
状
で
は
一
つ

一
つ
入
手
を
掛

け
て
外
し
て
い
ま
す
。

ふ
た
は
外
し
て

中
を
ゆ
す
い
で

ふ
た
は
必
ず
外
し
て
か
ら
出
し
て
く

だ
さ
い
。
外
し
た
ふ
た
は
樹
脂
製
な
ら

ば
「
燃
せ
る
ご
み
」
に
、
金
属
製
な
ら

ば

「燃
せ
な
い
ご
み
」
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

中
を
軽
く
ゆ
す
ぐ
こ
と
も
忘
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
中
に
清
涼
飲
料
水
な
ど

が
残
っ
て
い
る
と
カ
ピ
が
生
え
て
し
ま

い、

工
場
で
洗
浄
し
た
だ
け
で
は
と
れ

ず
、
資
源
と
し
て
再
生
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

ふ
た
が
つ
い
て
い
た
り
、
中
が
汚
れ

た
り
し
て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
ル
l
ト
で
あ
る
「
指
定
法

人
へ
の
引
き
渡
し
」
が
雛
し
く
な
り
ま

す。※
指
定
法
人
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
を
作
っ

た
り
、
利
用
し
た
り
し
て
い
る
事
業
者

1; 
分
別
の
仕
方
や

日
時
を
チ
ェ
ッ
ク

ご
み
の
分
別
の
仕
方
や
、
出
す
日
時

は
、
自
治
会
な
ど
を
通
し
て
お
配
り
し

て
あ
る
「
(
ゑ
雌
ご
み
の
出
し
万
ポ
ス
タ

ー
」
や
「
年
間
収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
の
資
料
を

ご
希
望
の
方
は
、
環
境
業
務
課
に
ご
辿

結
く
だ
さ
い
。

私
た
ち

一
人
一
人
が
掛
け
た
小
さ
な

「手
間
」
が
、

リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
、

ご
み
処
判
官
用
を
減
ら
し
ま
す
。

まうEて7

11雲間
7義い
9課合
)妻 わ

EEせ
曾 先
階

lE縫志向，

3割近く毛、

13¥芝がつい定

まま出されて

います

I I 
企 4月からの半年 間で約200トンものペ ッ トボトルが収集されました

備タ

す
づ
町

生再も牢
巾の員職市

Jて

ぐ

出す

Eつぶし
にして
f渡す

刊して
lにする

子育て支援センター
(須賀保育園 2階)

2. FAX21-7639 
0子育ての相談・情報提供

毎週月~金曜日 9時30分~

16時(第3月曜日午後除く)

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

岱 36-6013
く〉来所 毎週月~金曜日10日き

~17時

く〉電話毎週月~土曜日9時

~17時(第2 ・ 4土隠日を除く)

青少年相談室
(市民センター2階)

834-7311 
く〉青少年相談(お子さんにつ

いての相談)毎週月~金曜

日10時~17時

。ヤングテレホン833士f53b
(青少年専用ダイヤル)

毎週月~金曜日10時(土曜

日は13時)~18時30分

歪平E車駅

中央
福祉会館公民館

庭、口
セも
ン霊童

戸
市民
センター

く〉婦人 12月9日(木)10時~

15日号

。健康(相談員は保健婦)

毎週月~金曜日9時~16時

健康相談
(保健センター)

234-0311 
。電話毎週月~金曜日10時

~16時

。育L軒目談(来所) 毎週水曜

日9時30分~10時30分

療育相談室
(豊田分庁舎)

g. FAX32 -2738 
o子どもの発達・発育の相談

・毎週月・水・金曜日10時~

15時(来所相談は予約制)

233-2333 
o専門(法津、金融、住宅、保健

医療要予約)12月9日(木)

13時30分~ 1 5時30分

。生活支援 毎週月~金曜日

8時30分~17時

。ボランティア 毎週月~金

曜日8時30分~1 7時

く〉母子 毎週月~金曜日9時~

16時

。家庭児童 毎週月~金隈日

9時~16時

福祉会館

保健福祉総合相談
(市役所 1階)

221-8779 
。来所・電話 毎週月~金曜

日8時30分~17時

~ 1 2時30分

。建築設計・耐震・バリアフリー

11月15日(月)、12月13日(月)

13時~16時

。高年齢者職業 11月16日

(火)、 18日(木)、 12月2日

(木)、 7 日(火)9時~12時

く〉許認可各種届出 12月21日

(火)13時~16時

く〉一般市民 毎週月~金曜日

9時~16時

市民相談室
(市役所 l階)

223-1111内線2293
く〉人権 11月16日(火)、12月7

日(火)13時~16時

。行政 11月16日(火)、 12月

21日(火)13時~16時

。一般法律(予約制) 11月18

日(木)、 24日(水)、白日(木)、

12月1日(水)、 8日(水)

o登記・供託・測量 12月10日

(金)13時~ 1 6時

。住宅新改築 11月16日(火)、

12月21日(火)13時~16跨

く〉発明・考案・特許 12月6日

(月)10時~15時

o労働 12月9日(木)13時~

16時

く〉下請け取り引き 11月18日

(木)13時30分~16崎

。年金・社会保険・労災

14日(火)10時~15時

。消費生活 毎週金曜日9時

~16時

く〉手話案内

12月

毎週金曜日9時

み
ん
な
で
つ
く
る
平
塚

あ
な
た
の
「
声
」
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
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資
源
化
収
集
す
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

Aω
町
の
表
示
(
右
下
の
マ
l
ク
)
が
あ

る
も
の
で
す
。

こ
の
衣
示
が
な
い
も
の
や
、

中
に
民

物
が
入
っ
て
い
る
も
の
は
資
搬
に
な
り

ト ペ川w]竺

‘~ 

j 1什イワtιの謹人に

ツ

第659号 (1日・ 15日発行)広報ひ5っか回

空き缶、やかん、なベ、かま、鉄くすts-ど
bスプレー缶などは使い切り、安全な場所で穴をあけてから出す

b自転車は必す「資源ごみjと表示(はり紙)をする。包丁は紙にく

るんで「刃物jと表示。かみそりゃ針は缶に入れて中身を表示

新問、雑誌、ダンボール、紙箱など
bそれぞれ束ねて縛って出す。新聞の折り込み広告は雑誌類に

bティッシュの箱はビニールを、ラップの箱はカッターをとる

古 1[>小さいものは紙袋などに入れて出す。名刺以上の大きさなうOK
b出してはいけ芯いもの ー油のついた紙、ワープロなどの感熱紙、

使用済みのティッシュ、紙おむつなど(いすれも燃せるごみに)
※牛乳パック(雨の目は出さない)…洗って、聞いて、乾かして専用
のコンテナへ。 30枚でトイレットペ-)て-4、5個になります。内
側にアルミコーティングしであるものは「燃せるとみJに

ふた;

中を

酒や飲料水、調昧料のびんなど(栓を外し中を洗ってから出す)
bビールびんなどは購入した屈に返す

[>乳白色のびん(化粧品の容器など)は燃せないごみに

寸
市

布 |衣料品、カーテンなど (雨の日は出さ芯い)
1[>程度の良いものは外国で使われます。 ボタンなどはそのままに

類 1[>布製のバッグ、まく5、ぬいぐるみなどは燃せるとみに

つi

袋にJ入

民
-ペットボトル芯どのプラスチックボトルに入れて出す

つぶして、袋に入れて出す-ふたを外し、 中をゆすぎ、

※資源再生こ"みを運ぶのに使ったビニール袋などは、持ち帰って燃せるごみへ
4
m
羽
刷
u

h

hH

h
M
M

民
ン

I
υ
$ρ』
珂
削

除

大

詰

行

政

生ごみ、ラップ、トレイ、植木片、靴、スポンジなど
※じゅうたん芯どは60cmx60cm以下に切れば「燃せるとみJへ。
それ以上は「臨時ごみJ(有料吟申し込みは環境業務課)へ

瀬戸物類、耐熱ガラス製品、洗面器など厚手のプラスティック
類、 発泡スチロール、小型電気器具、 電球、蛍光灯、かさなど

洗浄、粉i
繊維芯ど1

指
定
法
人

※市で処理できないとみータイヤ、 jれノテリ一、 サーフボード、消火器、ペンキ、

薬品、ガスボンベ、浴槽、耐火金庫、仏壇、 50ccを超えるバイクなど吟購入先

または処理専門業者にご相談ください

.問い合わせ先 環境業務課n21-8796

人体に有害なダイオキシン類については、多くの人々

が不安を抱いています。このため市としても発生源の一

つである環境事業センター(大神のごみ焼却場)のダイオ

キシン類対策には、とりわけ力を注いできております。

環境事業センターではダイオキシン類の発生抑制策と

して、ごみの撹持による完全燃焼の励行など、各種の削

減対策を講じてきました。

それにより、平成8年10月に国からは80ナノグラム(1 
ナノグラムは10億分の 1グラム)という基準値が示され

ましたが、それ以降に測定された数値で、この基準値を

上回ったものは一つもありません。

平成14年12月 1日以降、この基準値は規制値に変わり、

1ナノグラム以下に強化されます。現在3年後の規制値

をクリアーするための工事を、平成10年度、 11年度の2
か年で進めているところです。これは従来の電気集じん

方式かう、ろ過方式 (J，グフィルター)で夕、イオキシン

類を除去するものです。

これらの改善により、 1ナノグラム以下に確認できた

段階で、施工業者か5の引き渡しを受けることになって

いますが、今のところ来年2月末になる見込みです。

引き渡し以降は十分な管理を行い、引き続き市民が安

心して暮らせるまちづくりを進めてまいりますので、ご

理解とご協力をお願いいたします。

・担当環境事業センターfi55-6615

※
問
い
合
わ
せ
先

広
報
広
聴
課

内
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A
ち
ゃ
ん
が
小
学
校
に
入
学
す
る
こ
ろ
、
お

母
さ
ん
は
体
調
が
す
ぐ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
お

母
さ
ん
内
身
は

一
生
懸
命
に
接
し
て
い
た
つ
も

り
で
し
た
が
、

A
ち
ゃ
ん
は
お
母
さ
ん
に
怒
ら

れ
て
し
ま
う
と
い
う
気
持
ち
が
常
に
あ
っ
て
、

掲
人
で
政
世
し
て
い
た
の
で
し
た
。
そ
の
こ
と

は、

A
ち
ゃ
ん
が
高
学
年
に
な
り
、
学
校
に
行

き
づ
ら
く
な
っ
た
と
き
、

「ど
う
し
て
い
っ
た

ら
い
い
の
か
」
を
考
え
る
た
め
、
二
人
で
今
ま

で
の
こ
と
を
振
り
返
っ
て
い
く
中
で
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
が

一
人
で
頑
帰
っ
て
い

た
こ
と
が
、
か
え
っ
て
A
ち
ゃ
ん
を

一
人
で
頑

張
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
食
欲

も
な
く
な
り
感
的
的
な
起
伏
が
大
き
く
な
っ
て

い
き
、
お
父
さ
ん
も
ニ
人
の
大
変
き
が
や
っ
と

分
か
っ
た
の
で
し
た
。

お
母
さ
ん
が
母
親
と
し
て
の
力
を
発
揮
す
る

た
め
に
は
、
お
母
さ
ん
を
支
え
て
い
く
お
父
さ

ん
や
家
族
の
み
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
す
。
相

神
的
に
不
安
定
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
で
す
。

.
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側
宮

(お
)
6
0
1
3

お
母
さ
ん
の
不
安

幼
稚
園
や
小
学
校
な
ど
、
新
し
い
環
境
に
入

っ
て
い
く
と
き
は
、
親
・
も
?
?
ど
も
も
桜
々
な
不

安
を
抱
く
も
の
で
す
。
そ
の
と
き
、

「何
か
困

っ
た
ら
言
、
つ
の
よ
」
な
ど
と
H
ご
ろ
か
ら
コ
わ

れ
、
親
子
の
会
話
が
で
き
て
い
る
と
、
子
ど
も

は
安
心
し
て
い
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

お
母
さ

ん
が
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
ら
、
子
ど
も
は

そ
の
不
安
を
ど
こ
に
向
け
た
ら
い
い
の
か
分
か

ら
な
く
な
り
、
体
訓
が
悲
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
情
緒
が
不
安
定
に
な
っ
た
り
し
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。

朝
ご
は
ん
の
大
切
さ

が
出
て
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

「食
欲
が
な
い
」「
時
間
が

な
い
」
な
ど
の
理
由
で
朝
食

を
抜
く
と
、
界
一
や
夜
の

「ま

と
め
食
い
」
に
つ
な
が
り
、

肥
満
の
原
因
に
な

っ
た
り
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
乱
れ
た
り

し
ま
す
。

夕
食
が
夜
十
時
以
降
だ
っ

た
り
、
寝
る
直
前
ま
で
食
べ

て
い
た
り
す
る
と
、
目
で
の

消
化
時
間
と
体
の
リ
ズ
ム
の

ず
れ
が
明
ま
で
影
押
し
て
、

朝、

食
欲
が
出
な
い
原
附
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
ま
で
朝
食
を
抜
い
て
き

た
人
は
、
牛
乳
や
果
物
な
ど

を
一
日
食
べ
て
家
を
出
る
判

伯
を
つ
け
、
徐
々
に
食
品
の

数
ゃ
れ
起
を
増
や
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
夕
食
は
夜

八
時
ま
で
に
、
と
る
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

-
保
健
セ
ン
タ
ー

宮

(
泊

)
0
3
1
1

質
問

@ 
グ
ア
ッ
プ
に
な
っ
て
、
活
動

モ
l
ド
へ
ス
ム
ー
ズ
に
移
行

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

睡
眠
中
に
下
が
っ
た
体
損
を

上
げ
、
さ
ら
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
脳
に
補
給
し
て
そ
の
働
き

主
人
や
子
ど
も
た
ち
が
、

「
刺
ご
は
ん
」
を
食
べ
ま
せ

ん
。「
朝
ご
は
ん
」
の
大
切
さ
を

説
明
し
た
い
の
で
す
が
。

お
答
え

私
た
ち
の
生
活
は
、
寝
て

い
る
聞
の
「
休
憩
モ
1
ド
」

と
、
起
き
て
い
る
間
の

「活

動
モ
1
ド
」
の
繰
り
返
し
で

す
。
自
党
め
た
後
の
何
分
間

か
は
、
休
憩
モ
l
ド
か
ら
前

動
モ
1
ド
へ
の
移
行
期
と
い

え
ま
す
。

朝
食
を
と
る
と
、
手
や
口

を
動
か
す
と
と
も
に
、
悦
党

や
味
覚
、
き
ゅ
う
党
を
刺
激

し
、
ほ
ど
よ
い
ウ
ォ
l
ミ
ン

を
椛
ん
に
し
ま
す
。
明
食
が

集
中
h
H
や
記
憶
h
H

に
拶
削
げ
す

る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
て
い

ま
す
。「ま

だ
調
子
が
出
な
い
」

か
ら
と
朝
食
を
と
ら
な
い
で

い
る
と
、
一
的
動
モ
l
ド
へ
う

ま
く
切
り
替
え
ら
れ
ず
、
い

つ
ま
で
た
っ
て
も
「
調
子
」

11月28日(日)午前8時から「まちぐるみ大清掃j を実施します。自宅の周りの

道路や広場、公園をみんなできれいにしましょう。

※花火の予告はありません。雨天の場合は、 12月 5日(日)に延期します。
「まちぐるみ大清掃Jです

。問い合わせ先環境管理課(内線2240)
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